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千
歳
の
町
名

第
1
項　

明
治
、
大
正
、
昭
和
前
期
の
地
名　

村
名
と
大
字
名　

明
治
2
（
1
8
6
9
）
年
8
月
、
政
府
は
蝦
夷
地
を
北
海
道
と
改
め
11
国
86
郡
を
置

く
。
千
歳
村
、
長
都
村
、
漁い

ざ
り

村
、
島
松
村
、
蘭
越
村
、
烏
柵
舞
村
を
も
っ
て
胆
振
国
千

歳
郡
が
編
成
さ
れ
、
13
年
3
月
に
は
千
歳
村
外
五
ヶ
村
戸
長
役
場
が
置
か
れ
千
歳
開
庁

と
な
る
（
Ｍ
30
漁
村
、
島
松
村
離
脱

－

漁
村
外
1
ヶ
村
戸
長
役
場
設
置
）。

千
歳
、
長
都
、
蘭
越
、
烏
柵
舞
の
4
村
は
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
4
月
に
合
併
し

2
級
村
制
千
歳
村
と
な
る
。
海
軍
進
出
の
昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
に
は
1
級
村
制
千

歳
村
、
17
年
に
は
千
歳
町
と
な
る
。
33
年
に
市
制
を
施
行
し
千
歳
市
と
な
っ
た
。

次
に
掲
げ
る
4
村
の
名
は
大
正
4
年
ま
で
は
村
名
、
4
年
か
ら
昭
和
26
年
の
間
は
大

字
名
だ
っ
た
。　

千ち
と
せ歳

村　

千
歳
と
は
文
化
2
（
1
8
0
5
）
年
に
命
名
さ
れ
た
蝦
夷
地
初
の
和
地

名
で
旧
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
シ
コ
ツ
（
大
き
な
・
窪
地
）、
高
速
道
路
か
ら
国
道
36
号
の

辺
り
ま
で
と
、
青
葉
公
園
と
千
歳
川
左
岸
支
笏
火
山
灰
台
地
に
挟
ま
れ
た
一
帯
を
指

す
。
シ
コ
ツ
川
に
鶴
が
多
く
生
息
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」
の

故
事
か
ら
千
歳
（
川
）
と
し
た
。
命
名
は
箱
館
奉
行
（
後
・
松
前
奉
行
）
の
羽は

太ぶ
と

正ま
さ

養や
す

、

択え
と
ろ
ふ
と
う

捉
島
紗し

ゃ
な那

事
件
（
文
化
露
寇
）
に
お
け
る
撤
退
の
責
め
で
罷
免
、
逼ひ

っ
そ
く塞

（
自
宅
謹
慎
）

中
に
千
歳
命
名
を
含
む
蝦
夷
地
関
連
の
記
録
と
し
て
『
休
明
光
記
』
を
著
す
。

大
正
4
年
か
ら
は
千
歳
郡
の
自
治
体
名
と
な
る
。
昭
和
8
（
1
9
3
3
）
年
に
村
内

を
千
歳
、
根
志
越
、
中
央
、
嶮
淵
、
近
唐
、
幌
加
、
竜
丑
内
、
新
嶮
淵
、
阿
宇
砂
里
、

長
都
、
釜
加
、
蘭
越
、
烏
柵
舞
、
マ
マ
チ
の
14
区
に
分
け
た
。

長お
さ

都つ

村　

オ
サ
ツ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
オ
サ
ツ
ナ
イ
（
川
口
・
乾
く
・
沢
）
の
ナ
イ

を
省
略
し
た
も
の
。
江
戸
期
の
「
ヲ
サ
ツ
」、「
カ
マ
カ
（
釜か

ま

加か

）」。
カ
ナ
盤
と
は
固
い

粘
土
層
を
い
い
、
そ
の
上
（
カ
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
カ
ナ
カ
→
カ
マ
カ
に
変
化
し
た
と

い
う
。

「
お
さ
つ
」は
元
禄
13（
1
7
0
0
）年
に
松
前
藩
が
幕
府
に
上
呈
し
た『
松
前
島
郷
帳
』

の
中
に
名
が
み
ら
れ
る
。
カ
マ
カ
は
明
治
中
期
、
盤い

わ
か
み上

村
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。「
長

都
」
表
記
の
初
出
は
明
治
6
年
の
『
地
誌
提
要
胆
振
国
』
と
い
わ
れ
る
。
も
と
長
都
村

の
一
部
に
都み

や
こ

が
あ
る
。
明
治
42
年
頃
に
入
植
し
た
人
々
が
都
の
よ
う
な
土
地
に
し
よ
う

と
願
っ
て
通
称
さ
れ
た
。

上
長
都
も
も
と
長
都
の
一
部
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
長
都
川
上
流
部
か
ら
長
都
川
上
、

大
正
期
に
上か

み
お
さ
つ

長
都
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

村
域
は
現
在
の
長
都
、
上
長
都
、
釜
加
、
都
、
北
信
濃
、
桜
木
、
長
都
駅
前
、
北
陽
、

勇
舞
、
み
ど
り
台
北
、
み
ど
り
台
南
で
あ
る
（
区
域
が
2
村
に
ま
た
が
る
場
合
は
面
積

の
大
な
る
も
の
を
記
載
し
た
）。

蘭ら
ん
こ
し越

村　

ア
イ
ヌ
語
の
ラ
ン
コ
シ
（
カ
ツ
ラ
の
木
・
の
群
生
す
る
・
所
）
が
由
来
。　

江
戸
期
は
「
ラ
ン
コ
ウ
シ
」
と
い
っ
た
。
ほ
か
に
、「
ア
ツ
イ
シ
（
＝
ア
ッ
テ
ウ
シ
＝

オ
ヒ
ョ
ウ
の
皮
・
多
く
あ
る
・
所
）」、「
マ
ス
（
ハ
マ
ナ
ス
の
実
・
群
生
す
る
・
所
）」、

「
ル
ウ
エ
ン
（
路
・
悪
い
）」
の
コ
タ
ン
が
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治
6
年
に
蘭
越
村
と
漢

字
表
記
に
な
っ
た
。

村
域
は
現
在
の
蘭
越
、
桂
木
、
新
星
と
な
る
。

烏う

柵さ
く

舞ま
い

村　

原
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
ヲ
サ
ク
マ
コ
マ
ナ
イ
（
尻
・
無
し
の
・
後
ろ
・
に

あ
る
・
沢
）。
江
戸
期
の
コ
タ
ン
「
ユ
ウ
ナ
イ
（
そ
れ
（
ヘ
ビ
）
の
・
い
る
・
沢
）」、「
ル

ウ
エ
ン
」、「
フ
エ
ラ
フ
（
＝
ポ
ロ
フ
イ
ラ
＝
大
き
な
・
激
端
）」、「
ヲ
サ
ク
モ
マ
イ
」

か
ら
な
る
と
い
う
。
明
治
6
年
、
烏
柵
舞
村
と
漢
字
表
記
に
な
っ
た
。

烏
柵
舞
は
昭
和
26
年
6
月
1
日
ま
で
ふ
化
場
以
西
か
ら
美
笛
に
い
た
る
広
大
な
区
域

で
、
現
在
の
紋
別
、
藤
の
沢
、
西
森
、
水
明
郷
、
幌
美
内
、
奥
潭
、
美
笛
、
モ
ラ
ッ
プ
、

支
寒
内
、
支
笏
湖
温
泉
、（
支
笏
湖
）
で
あ
っ
た
。
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な
お
、
本
稿
に
お
い
て
命
名
年
月
日
記
載
な
き
町
名
は
、『
千
歳
市
例
規
類
集
』
の

字
名

－

改
正
沿
革
に
よ
る
26
年
6
月
1
日
施
行
と
な
っ
て
い
る
。

註　

町
名
解
に
あ
た
っ
て
、
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
和
訳
は
長
見
義
三
の
『
ち
と
せ
地
名
散
歩
』

に
よ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
町
名
に
付
与
の
経
緯
・
記
録
が
な
く
由
来
に
諸
説
が
あ
る
。

昭
和
8
年
の
14
区
名

昭
和
8
（
1
9
3
3
）
年
、
千
歳
村
区
設
置
規
程
が
制
定
さ
れ
議
会
の
議
決
に
よ
る

区
名
が
制
定
さ
れ
た
（
長
都
、
釜
加
、
蘭
越
は
既
述
）。

千ち
と
せ歳　

当
初
の
千
歳
区
は
字
マ
マ
チ
を
除
く
千
歳
村
大
字
千
歳
村
字
千
歳
村
の
一
部
。

昭
和
15
年
9
月
30
日
提
出
「
千
歳
村
区
設
置
規
程
中
改
正
ノ
件
」
に
よ
る
と
改
正
前

の
千
歳
区
は
字
千
歳
村
と
字
マ
マ
チ
か
ら
成
っ
て
い
た
も
の
を
、
第
1
～
3
区
に
分
割

す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
マ
マ
チ
区
は
8
年
以
降
15
年
ま
で
の
間
に
千
歳
区

に
吸
収
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
1
区
は
マ
マ
チ
を
含
む
千
歳
川
右
岸
区
域
。
第
2
区
は
北
海
道
鉄
道
鉄
橋
上
流
の

千
歳
川
左
岸
区
域
、
第
3
区
は
鉄
橋
下
流
の
千
歳
川
左
岸
区
域
。
第
1
区
は
川
南
、
第

2
区
は
川
北
、
第
3
区
は
末
広
と
通
称
さ
れ
た
。

根ね

志し

越こ
し　

ア
イ
ヌ
語
の
ネ
シ
コ
シ
（
ク
ル
ミ
の
木
・
の
群
生
す
る
・
所
）
が
由
来
。

本
来
の
ネ
シ
コ
シ
は
根
志
越
橋
の
両
岸
周
辺
一
帯
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
に

は
ク
ル
ミ
の
木
が
多
く
あ
っ
た
。「
く
る
み
」
は
幼
稚
園
や
温
泉
な
ど
の
名
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

中ち
ゅ
う
お
う

央　

旧
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
オ
ル
イ
カ
（
川
口
・
橋
）、
キ
ウ
ス
（
萱か

や

・
の
群
生
す

る
・
所
／
木
臼
）。
国
指
定
史
跡
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
が
あ
る
。

命
名
の
由
来
は
、
今
は
干
拓
さ
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
長
都
沼
の
東
岸
地
帯
の

中
央
の
意
味
で
あ
り
、
千
歳
の
中
央
と
い
う
こ
と
で
は
な
い（
Ｓ
32
チ
フ
ニ（
自
身
を
・

上
げ
て
い
る
・
も
の
＝
（
高
く
）
上
が
っ
て
い
る
も
の
）
全
部
が
中
央
に
編
入
『
市
史
』）。

嶮け
ぬ
ふ
ち淵　

ア
イ
ヌ
語
の
ケ
ヌ
フ
チ
（
ハ
ン
ノ
キ
・
群
生
す
る
も
の
（
沢
）・
の
口
）
が

由
来
。　

昭
和
17
年
と
24
年
の
改
正
に
お
い
て
も
嶮
淵
と
さ
れ
た
と
い
う
が
、
上
川
管
内
に
も

同
じ
名
の
村
が
あ
り
郵
便
誤
送
達
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
改
正
し
た
。
地
区
に
は
松
原

温
泉
、
信
田
温
泉
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
温
泉
の
郷
泉い

ず
み
さ
と郷

に
変
更
し
た
。

近こ
ん
か
ら唐　

ア
イ
ヌ
語
の
コ
ム
カ
ラ
（（
嶮
淵
川
）
ぐ
っ
と
曲
が
る
（
所
））
が
由
来
。

昭
和
26
年
の
改
正
で
協き

ょ
う
わ和

と
な
る
。
命
名
由
来
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
協
和
と

は
和
名
で
「
心
を
あ
わ
せ
て
仲
よ
く
す
る
こ
と
」
の
意
。
力
を
合
わ
せ
て
近
唐
を
開
拓

す
る
こ
と
を
願
っ
て
の
命
名
だ
っ
た
の
か
。

幌ほ
ろ

加か　

原
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
ホ
ロ
カ
ケ
ヌ
フ
チ
（
後
戻
り
す
る
・
嶮
淵
川
）。　
　

ホ
ロ
カ
ケ
ヌ
フ
チ
川
を
略
し
ホ
ロ
カ
・
ホ
ロ
カ
太
と
し
漢
字
を
当
て
た
。

竜た
つ
う
し
な
い

丑
内　

ア
イ
ヌ
語
の
タ
ツ
ウ
シ
ナ
イ
（
樺
皮
・
の
多
い
・
沢
）
が
由
来
。　

昭
和
26
年
の
改
正
で
新に

い
か
わ川

と
さ
れ
た
。
新
川
は
立
山
連
峰
に
源
を
発
し
、
富
山
県
中

新
川
郡
を
流
れ
富
山
湾
に
注
ぐ
新
川
に
由
来
す
る
と
い
う
。
竜
丑
内
に
は
富
山
県
出
身

者
が
多
く
、
故
郷
を
偲
ん
で
の
命
名
で
あ
る
。
現
在
、
富
山
の
新
川
は
常
願
寺
川
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

樺
皮
は
灯と

う
し
ょ
く燭

の
燃
材
、
細
く
裁
断
し
た
樺
皮
を
編
ん
で
手
提
げ
に
な
る
。　

新し
ー
け
ぬ
ふ
ち

嶮
淵　

ア
イ
ヌ
語
の
シ
ー
ケ
ヌ
フ
チ
（
本
流
で
あ
る
・
嶮
淵
川
）
が
由
来
。

昭
和
26
年
の
改
正
時
に
、
千
歳
市
域
の
最
東
端
に
位
置
し
東
側
の
由
仁
川
端
、
西
方

向
の
幌
加
か
ら
見
て
も
丘
陵
地
帯
と
な
る
こ
と
か
ら
東ひ

が
し
お
か丘

と
名
づ
け
ら
れ
た
。

阿あ

う

さ

り

宇
砂
里　

ア
イ
ヌ
語
の
ア
ウ
サ
リ
（（
ホ
カ
ン
カ
ニ
、
ア
ウ
サ
リ
両
河
川
）
内
・

の
葭よ

し

原
＝
川
股
の
中
に
あ
る
葭
原
）
が
由
来
。

戦
前
に
犬
上
牧
場
が
あ
っ
た
ア
ウ
サ
リ
が
、
昭
和
26
年
に
駒こ

ま
さ
と里

と
改
正
さ
れ
た
。
ア

ウ
サ
リ
→
牧
場
→
馬
＝
駒
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
郷
→
駒
里
が
命
名
の
経
過
と
思
わ
れ

る
。　駒こ

ま
の
さ
と

里
と
呼
ぶ
人
が
多
い
。「
大
字
名
廃
止
並
び
に
字
名
改
正
要
領
」（
後
述
）
に
お
い
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て
も
（
こ
ま
の
さ
と
）
と
読
み
仮
名
を
付
し
て
い
る
。

美び

笛ふ
え

→
千ち

と
せ
こ
う
ざ
ん

歳
鉱
山　

ア
イ
ヌ
語
の
ピ
プ
イ
（
小
石
原
・
だ
ら
け
の
・
も
の
（
川
））

が
由
来
と
さ
れ
る
が
確
証
を
現
場
に
示
せ
な
い
。
ア
イ
ヌ
文
化
に
詳
し
い
田
村
俊
之
は

「
ピ
ッ
・
ピ
ナ
イ
（
石
の
多
い
・
谷
川
）
→
ピ
ッ
プ
イ
」
と
解
し
た
。

昭
和
8
年
に
金
鉱
の
露
頭
が
発
見
さ
れ
、
12
年
に
本
格
操
業
と
な
る
。
8
年
に
烏
柵

舞
全
域
が
区
と
な
っ
て
い
た
が
、
人
口
急
増
に
よ
っ
て
14
年
に
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
沢
以
西

が
美
笛
区
と
な
る
。
15
年
に
な
る
と
川
口
か
ら
6
㌔
地
点
の
六６

キ
ロ千

＝
鉱
山
地
区
東
端
で

東
西
に
分
け
、
西
を
千
歳
鉱
山
第
1
区
、
東
を
第
2
区
と
し
た
。

26
年
に
字
名
を
美び

笛ふ
え

と
し
た
。
人
口
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
千
歳
鉱
業
所
が
名
付
け

た
草
笛
（
総
合
事
務
所
、
職
員
住
宅
）、
鳴
尾
、
舞
園
、
旭
ヶ
丘
な
ど
の
街
区
、
元
山
、

福
神
沢
と
い
う
抗
口
地
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。　

マ
マ
チ　

ア
イ
ヌ
語
の
マ
マ
チ
（
泉
池
・
だ
ら
け
の
・
も
の
（
川
・
沢
））
が
由
来
。

マ
マ
チ
山
林
（
泉
沢
）、
マ
マ
チ
原
野
（
千
歳
飛
行
場
）、
青
葉
公
園
中
央
広
場
以
西

か
ら
水
明
郷
・
藤
の
沢
境
界
ま
で
な
ど
マ
マ
チ
川
流
域
の
広
大
な
地
域
を
指
す
。

昭
和
26
年
の
改
正
時
、
南
長
沼
用
水
路
と
千
歳
川
に
挟
ま
れ
た
マ
マ
チ
の
一
部
に
漢

字
を
当
て
真し

ん
ち
ょ
う町

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
42
年
9
月
23
日
に
末
広
町
の
一
部
が
末す

え
ひ
ろ
し
ん
ち
ょ
う

広
新
町

東
・
中
・
西
・
高
台
と
な
っ
て
新
た
な
町
名
が
生
ま
れ
た
が
、
音
が
同
じ
で
混
乱
す
る

こ
と
か
ら
真
町
は
青
葉
公
園
を
除
い
て
54
年
7
月
23
日
に
住
居
表
示
を
実
施
、
旧
名
を

漢
字
化
し
真ま

ま

ち
々
地
と
し
た
。

26
年
の
改
正
時
、
真
町
と
さ
れ
た
以
外
の
マ
マ
チ
は
泉い

ず
み
さ
わ沢

と
な
っ
た
。
泉
沢
と
は
マ

マ
チ
の
和
訳
か
ら
の
命
名
で
あ
る
。
マ
マ
チ
川
支
流
に
泉
川
が
あ
る
。

昭
和
17
年
の
字
名
改
正
（
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
）

昭
和
12
（
1
9
3
7
）
年
、
海
軍
基
地
に
決
定
し
た
千
歳
村
は
区
画
整
理
の
必
要
性

を
考
え
、
翌
年
2
月
に
都
市
計
画
法
の
指
定
申
請
を
な
し
10
月
に
内
務
省
か
ら
指
定
さ

れ
た
。
開
戦
翌
年
の
17
年
4
月
9
日
に
千
歳
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
認
可
を

申
請
、
7
月
2
日
に
認
可
が
あ
り
完
成
を
み
た
の
は
24
年
6
月
10
日
で
あ
っ
た
。

次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
小
字
は
、
区
名
、
村
名
を
細
分
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。

町
名
が
付
与
さ
れ
た
旧
市
街
地
と
も
い
う
べ
き
10
の
町
名
に
の
み
現
在
「
町ち

ょ
う

」
が
つ

く
。
命
名
の
由
来
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
簡
明
で
口
調
が
よ
く
全
国
・
全
道
各
地
に
同

名
が
あ
る
が
地
区
の
特
色
を
表
し
妙
を
得
て
い
る
。
17
年
5
月
1
日
命
名
。
32
年
9
月

ま
で
は
字
で
あ
る
。

本ほ
ん
ち
ょ
う

町　
「
本
」
と
は
「
も
と
か
ら
あ
る
も
の
」「
中
心
と
な
る
も
の
」
の
意
で
、
江
戸

期
に
会
所
が
あ
っ
た
千
歳
の
中
心
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
室
蘭
街
道
（
札
幌
本
道
）

沿
い
に
市
街
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
命
名
の
理
由
か
。
昭
和
24
年
ま
で
に
1
～

4
丁
目
、
32
年
に
5
丁
目
が
で
き
た
。

東し
の
の
め
ち
ょ
う

雲
町　

東
雲
と
は
「
篠
の
目
」
＝
篠
竹
で
網あ

じ
ろ代

様よ
う

に
組
ま
れ
た
明
り
取
り
が
転
じ

て
「
東
の
空
が
わ
ず
か
に
明
る
く
な
る
頃
」、「
あ
か
つ
き
」、「
あ
け
ぼ
の
」
の
意
。
区

画
整
理
区
域
の
東
側
に
ふ
さ
わ
し
い
。
1
～
5
丁
目
が
あ
る
。
戦
中
、
現
・
市
庁
舎
が

建
つ
あ
た
り
は
東
雲
町
が
定
着
せ
ず
川
南
第
5
と
呼
ば
れ
て
い
た
。　

朝あ
さ
ひ
ち
ょ
う

日
町　

区
画
整
理
区
域
の
東
端
、
朝
日
が
昇
る
方
角
に
当
た
る
。
昭
和
24
年
ま
で

に
1
～
7
丁
目
、
32
年
に
マ
マ
チ
川
東
側
の
朝
日
町
1
2
0
6
番
地
の
も
と
の
水
田
地

帯
に
リ
ト
ル
・
ア
メ
リ
カ
（
米
兵
用
貸
家
）
が
で
き
8
丁
目
が
成
立
す
る
。

清し
み
ず水

町ち
ょ
う　

南
の
町
境
に
清
流
千
歳
川
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
。
昭
和
24
年
ま
で
に
1

～
6
丁
目
、
59
年
10
月
22
日
に
7
丁
目
が
で
き
た
。
7
丁
目
の
成
立
は
、
54
年
に
完
成

し
た
国
鉄
千
歳
線
高
架
鉄
道
橋
梁
の
完
成
に
よ
る
旧
線
路
敷
の
編
入
の
た
め
で
あ
っ
た
。

千
代
田
町
、
栄
町
の
7
丁
目
も
同
じ
理
由
で
あ
る
。

幸さ
い
わ
い

町ち
ょ
う　

1
～
6
丁
目
が
あ
る
。
こ
の
町
に
幸
あ
れ
と
い
う
願
望
を
表
し
て
い
る
の

か
。
苫
小
牧
、
江
別
、
恵
庭
の
ほ
か
各
地
に
同
名
が
多
い
。

千ち

代よ

田だ

町ち
ょ
う　

昭
和
24
年
ま
で
に
1
～
6
丁
目
、
59
年
10
月
22
日
に
7
丁
目
が
で
き
た
。

千
代
田
と
は
普
通
は
水
田
の
あ
る
地
域
の
名
で
あ
り
、
こ
の
地
も
明
治
期
か
ら
昭
和
初
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期
ま
で
は
田
圃
で
用
水
路
が
2
本
、
千
歳
川
に
注
い
で
い
た
。

稲
作
の
歴
史
を
残
し
つ
つ
、
豊
か
さ
が
長
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
の
命
名
で
あ
ろ
う
。

栄さ
か
え

町ち
ょ
う　

戦
時
中
は
海
軍
航
空
廠
工
員
宿
舎
が
あ
っ
た
。
昭
和
24
年
ま
で
に
1
～
6

丁
目
、
59
年
10
月
22
日
に
7
丁
目
が
で
き
た
。
こ
の
町
が
末
永
く
栄
え
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
願
望
か
ら
の
命
名
だ
ろ
う
。

錦に
し
き

町ち
ょ
う　

1
～
4
丁
目
が
あ
る
。室
蘭
街
道
に
面
し
戦
前
か
ら
住
宅
・
店
舗
が
連
な
り
、

本
町
か
ら
続
く
市
街
地
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

春か
す
が
ち
ょ
う

日
町　

1
～
5
丁
目
が
あ
る
。
町
が
春
の
日
を
浴
び
た
若
芽
の
よ
う
に
す
く
す
く

と
伸
び
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
の
命
名
か
。

緑み
ど
り

町ち
ょ
う　

1
～
5
丁
目
が
あ
る
。
北
側
の
支
笏
火
山
灰
台
地
の
豊
か
な
緑
か
ら
の
命

名
か
。
火
山
灰
台
地
の
丘
陵
は
戦
後
、
緑
ヶ
丘
と
呼
ば
れ
て
い
た
。　
　

昭
和
24
年
の
町
字
名
施
行

『
千
歳
市
例
規
類
集
』
の
市
制
・
字
名
に
あ
る
「
昭
和
24
年
5
月
7
日
施
行
」
と
は
、

昭
和
24
（
1
9
4
9
）
年
6
月
10
日
の
第
一
区
画
整
理
事
業
の
完
成
を
前
に
町
議
会
で

市
街
地
10
町
と
と
も
に
千
歳
全
域
の
字
名
（
26
年
と
32
年
の
「
改
正
に
よ
り
廃
さ
れ
る

字
名
」
な
ど
）
を
新
た
に
議
決
し
た
日
で
あ
ろ
う
。　

終
戦
直
後
の
字
名
の
実
状
で
は
郵
便
物
の
配
達
な
ど
に
困
難
を
き
た
し
、
前
述
の
区

名
、
字
名
に
東
部
な
ど（
長
都
西
部
、
嶮
淵
中
央
…
）の
ほ
か
、
第
一
、
第
二
な
ど（
川

北
第
三
、
根
志
越
第
四
…
）
を
付
し
細
分
化
し
て
い
た
。
ほ
か
に
、
後
に
町
名
と
な
る

通
称
の
氾
濫
（
湖
畔
、
末
広
、
日
の
出
丘
、
青
葉
丘
、
真
町
、
真
々
地
、
祝
梅
、
勇
舞

…
）、
長
野
隊
、
静
和
と
い
っ
た
開
拓
団
体
名
な
ど
を
入
植
地
の
地
名
扱
い
に
し
た
ほ

か
、
鉄
道
官
舎
、
烏
柵
舞
第
一
発
電
所
な
ど
目
印
と
な
る
建
築
物
を
地
名
化
し
て
い
た
。

ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
地
名
も
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
漢
字
表
記
が
混
在
し
て
い
た
。

昭
和
26
年
の
命
名

昭
和
26
（
1
9
5
1
）
年
5
月
1
日
、
地
方
自
治
法
第
2
6
0
条
第
1
項
の
規
定
に

よ
る
大
字
名
廃
止
と
字
名
改
正
が
4
月
30
日
付
『
北
海
道
公
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
廃
止
す
る
大
字
名
」
と
し
て
旧
村
名
4
（
千
歳
、
長
都
、
蘭
越
、
烏
柵
舞
）、「
改

正
字
名
呼
称
」
34
、「
改
正
に
よ
り
廃
さ
れ
る
字
名
」
17
、
ま
た
「
存
置
さ
れ
る
字
名
」

と
し
て
先
述
の
市
街
地
10
町
と
蘭
越
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
改
正
に
よ
り
廃
さ
れ
る
字
名
」　

ア
ウ
サ
リ
、
ネ
シ
コ
シ
、
シ
ュ
ク
バ
イ
、
ケ
ヌ
フ
チ
、

ホ
カ
ン
カ
ニ
、
コ
ム
カ
ラ
、
ホ
ロ
カ
、
ホ
ロ
カ
太
、
ホ
ロ
カ
ケ
ヌ
フ
チ
、
タ
ー
ツ
ウ
シ
ナ

イ
、
シ
ー
ケ
ヌ
フ
チ
、
マ
ヽ
チ
、
マ
ヽ
チ
太
、
オ
ル
イ
カ
、
キ
ウ
ス
（
以
上
大
字
千
歳

村
）、
カ
マ
カ
（
大
字
長
都
村
）、
ト
ベ
ト
マ
イ
（
大
字
蘭
越
村
（
二
つ
の
・
川
・
の
あ
る
・

所
＝
林
東
公
園
））

「
大
字
名
廃
止
並
び
に
字
名
改
正
要
領
」
に
「
字
名
中
そ
の
呼
称
は
所
謂
当
字
的
な

も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
て
完
全
に
こ
れ
を
呼
称
す
る
も
の
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
」
と

さ
れ
た
。

「
改
正
字
名
呼
称
」34
の
う
ち
長
都
、
釜
加
、
都
、
上
長
都
、
根
志
越
、
中
央
、
泉
郷
、

協
和
、
幌
加
、
新
川
、
東
丘
、
駒
里
、
真
町
、
泉
沢
、
蘭
越
、
美
笛
に
つ
い
て
は
既
述

し
た
。
末
広
町
は
後
述
す
る
。　

大や
ま
と
ち
ょ
う

和
町　

昭
和
26
年
か
ら
53
年
ま
で
の
町
名
。
52
年
、
一
部
を
桂
木
に
割
譲
す
る
。

53
年
7
月
17
日
に
住
居
表
示
を
実
施
、「
町
」
を
省
き
大や

ま
と和

と
な
り
1
～
4
丁
目
が
成

立
し
た
。
大
和
と
は
日
本
の
古
称
に
し
て
旧
国
名
で
あ
る
が
、
町
名
の
場
合
は
住
民
が

大
い
に
和
す
る
意
味
と
な
る
。　

青あ
お

葉ば

丘お
か　

南
長
沼
用
水
路
付
近
に
あ
る
2
万
2
0
0
0
年
以
上
も
前
の
古
砂
丘
と
考

え
ら
れ
る
丘
陵
に
向
か
っ
て
緩
や
か
な
上
り
と
な
っ
て
い
る
地
形
か
ら
の
命
名
だ
ろ
う
。

昭
和
46
年
11
月
18
日
に
青
葉
丘
、
日
の
出
丘
の
一
部
か
ら
青あ

お

葉ば

1
～
5
丁
目
が
成
立

す
る
。
1
～
7
丁
目
は
58
年
2
月
7
日
に
、
11
月
21
日
に
も
住
居
表
示
を
行
い
8
丁
目

ま
で
延
伸
。
千
歳
川
と
師
団
通
り
（
市
道
東
大
通
）
に
挟
ま
れ
た
平
地
に
あ
る
こ
と
か

ら
青
葉
丘
の
「
丘
」
を
と
っ
た
命
名
と
な
る
。
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日ひ

のの

出で

丘お
か　

昭
和
40
年
前
後
に
開
発
許
可
を
得
な
い
で
団
地
が
造
成
さ
れ
た
。
市
街

化
調
整
区
域
に
あ
っ
た
が
、
43
年
に
団
地
内
道
路
が
市
道
認
定
さ
れ
、
52
年
に
み
な
し

区
域
と
な
っ
た
。
46
年
以
降
、
一
部
が
青
葉
、
住
吉
と
な
る
。　

日
の
出
丘
団
地
は
古
砂
丘
の
上
に
立
つ
。
日
の
出
丘
の
町
名
は
市
街
地
の
南
東
＝
日

の
出
方
向
に
位
置
す
る
丘
陵
か
ら
の
命
名
。

60
年
11
月
25
日
に
住
居
表
示
を
行
い
、
日
の
出
丘
、
根
志
越
の
一
部
か
ら
日ひ

の

で
の
出
が

成
立
す
る
。
1
～
5
丁
目
が
あ
る
。
師
団
通
り
を
挟
む
平
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
日
の
出

丘
か
ら
「
丘
」
を
省
い
た
命
名
、
千
歳
開
拓
実
験
農
場
祝
梅
ス
イ
カ
発
祥
の
地
。

柏か
し
わ
だ
い

台　

カ
シ
ワ
の
多
い
台
地
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

平
成
11
（
1
9
9
9
）
年
4
月
6
日
、
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
南
千
歳
駅
南
口
の
オ
フ
ィ
ス
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
区
が
柏

か
し
わ
だ
い
み
な
み

台
南
1
～
2
丁
目
と
な
る
。　

美び

び々　

ア
イ
ヌ
語
の
ペ
ぺ
（
水
た
ま
り
の
群
在
す
る
所
）、
ペ
ッ
ペ
ッ
（
川
の
群
在

す
る
所
）
が
由
来
。

河
川
交
通
路
シ
コ
ツ
越
え
の
中
継
地
と
し
て
江
戸
期
か
ら
知
ら
れ
る
。
官
営
鹿
肉
罐

詰
製
造
所
が
で
き
た
明
治
11
（
1
8
7
8
）
年
頃
に
美
々
と
い
う
漢
字
が
与
え
ら
れ
た
。　
　
　
　

平へ
い

和わ　

戦
前
の
海
軍
航
空
基
地
敷
と
ほ
ぼ
同
じ
区
域
。
戦
後
、
連
合
国
軍
米
軍
が
進

駐
し
て
い
た
。
占
領
米
軍
と
の
共
存
共
栄
を
求
め
る
町
当
局
が
、
混
乱
、
混
沌
の
反
対

語
の
平
和
で
は
な
く
、
米
軍
が
冷
戦
下
に
お
け
る
日
本
の
秩
序
＝
平
和
を
守
る
盾
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
の
命
名
と
思
わ
れ
る
。

祝し
ゅ
く
ば
い

梅　

ア
イ
ヌ
語
の
シ
ュ
ク
パ
イ
（
成
長
し
た
・
イ
ラ
ク
サ
）
が
由
来
。

江
戸
期
か
ら
あ
る
広
大
な
区
域
の
地
名
。
祝
梅
の
漢
字
を
当
て
た
の
は
天
理
教
祝
梅

宣
教
所
（
Ｍ
44
開
設
／
現
・
分
教
会
）
で
あ
っ
た
。
天
理
教
の
紋
が
梅
鉢
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
シ
ュ
ク
（
祝
＝
め
で
た
い
・
祝の

り
と詞

）
バ
イ
（
梅
＝
天
理
教
）
＝
祝
梅
と
し
た
。

北き
た
し
な
の

信
濃　

終
戦
時
に
長
野
県
か
ら
緊
急
開
拓
団
が
入
植
し
た
。
入
植
者
は
長
野
県
の

旧
国
名
で
あ
る
信
濃
を
偲
び
、
遠
く
北
に
あ
る
こ
と
か
ら
北
信
濃
と
す
る
。

旧
市
街
地
北
部
の
支
笏
火
山
灰
台
地
の
大
部
分
が
含
ま
れ
、
の
ち
に
北
栄
町
＝
北

栄
・
新
富
、
信
濃
、
富
士
、
富
丘
、
自
由
ヶ
丘
、
北
斗
、
桜
木
、
北
光
、
北
陽
、
長
都

駅
前
、
あ
ず
さ
、
勇
舞
が
成
立
す
る
。
第
1
工
業
団
地
は
大
部
分
が
も
と
長
都
村
。

藤ふ
じ

の
沢さ

わ　

も
と
烏
柵
舞
村
の
一
部
。　
　

王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
専
用
鉄
道
（
山
線
）
第
二
発
電
所
駅
周
辺
の
地
名
、
駅
名
は

後
に
牛
の
沢
（
造
材
関
係
者
俗
称
・
牛ベ

コ

の
沢
）
と
改
称
さ
れ
た
。
牛
の
沢
の
烏
柵
舞
林

道
と
旧
・
支
笏
湖
街
道
（
沼
街
道
）
の
交
点
に
は
恵
庭
営
林
署
の
廠
舎
と
山
三
富
士
屋

商
店
の
造
材
工
場
が
あ
っ
た
。
地
名
の
由
来
は
ふ
じ
や
と
牛
の
沢
の
融
合
か
ら
き
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。『
増
補
』
を
編
さ
ん
し
た
長
見
義
三
は
昭
和
26
年
以
前
の
通
称
は
「
富

士
の
沢
」
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

水す
い
め
い
き
ょ
う

明
郷　

も
と
烏
柵
舞
村
の
一
部
。

水
明
郷
は
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
に
送
電
す
る
千
歳
川
水
力
発
電
所
が
5
ヵ
所
あ
る

地
域
の
字
名
。
水
明
と
は
、
ダ
ム
に
湛
水
さ
れ
た
澄
ん
だ
水
が
太
陽
や
月
で
美
し
く

は
っ
き
り
見
え
る
様
を
い
う
。
水
明
の
郷
が
命
名
の
由
来
。
第
一
発
電
所
に
は
山
線
の

水み
ず
た
め溜

駅
が
あ
っ
た
。

西に
し
も
り森　

も
と
烏
柵
舞
村
の
一
部
。

市
街
地
の
西
に
あ
る
森
林
地
帯
の
意
。
当
初
案
で
は
西
森
の
ほ
か
に「
東
森
」も
あ
っ

た
（「
大
字
名
廃
止
並
び
に
字
名
改
正
要
領
」）。

紋も
ん
べ
つ別　

ア
イ
ヌ
語
の
モ
ベ
ツ
（
子
で
あ
る
・
川
（
千
歳
川
の
支
流
））
が
由
来
。
も

と
烏
柵
舞
村
の
一
部
。　

当
初
の
案
で
は
東
紋
別
、
西
紋
別
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
恵
庭
営
林
署
の
担
当
区
が

紋
別
と
い
う
こ
と
か
ら
東
西
に
分
け
な
か
っ
た
（『
市
史
』）。

幌ほ
ろ

美び

内な
い　

ア
イ
ヌ
語
の
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
（
大
き
な
・
枯
沢
）
が
由
来
。
も
と
烏
柵
舞
村

の
一
部
。

水
蒸
気
を
噴
く
恵
庭
岳
頂
上
付
近
の
火
口
か
ら
東
方
に
延
び
る
深
い
亀
裂
が
ポ
ロ
ピ
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ナ
イ
沢
で
支
笏
湖
に
達
す
る
。
大
正
期
の
丸
駒
温
泉
へ
の
郵
便
物
の
宛
先
は
、
北
海
道

胆
振
国
勇
払
郡
苫
小
牧
王
子
山
線
支
笏
湖
丸
駒
温
泉
と
や
や
こ
し
い
も
の
だ
っ
た
。　

奥お
く
た
ん潭　

ア
イ
ヌ
語
の
オ
コ
タ
ヌ
ン
ペ
（
川
口
に
・
村
・
の
あ
る
・
も
の
）
が
由
来
。

も
と
烏
柵
舞
村
の
一
部
。

昭
和
35
年
か
ら
57
年
ま
で
の
間
、
恵
庭
岳
山
麓
に
オ
コ
タ
ン
温
泉
が
あ
り
、
客
船
が

着
桟
し
て
い
た
。
恵
庭
岳
は
山
頂
部
、
溶
岩
流
の
堰せ

き

に
よ
っ
て
で
き
た
オ
コ
タ
ン
ぺ
湖

を
含
ん
で
湖
側
斜
面
は
千
歳
管
内
と
な
る
。
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
滑
降
競
技
の
会

場
だ
っ
た
。

モ
ラ
ッ
プ　

ア
イ
ヌ
語
の
モ
ラ
ッ
プ
（
小
さ
な
・
低
い
・
も
の
（
山
））
に
よ
る
。

も
と
烏
柵
舞
村
の
一
部
。
通
常
、
モ
ー
ラ
ッ
プ
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

キ
ム
ン
モ
ラ
ッ
プ
（
4
7
8
㍍
）
と
ピ
ス
ン
モ
ラ
ッ
プ
（
5
0
6
・
4
㍍
）
が
並
ぶ
。

キ
ム
ン
は
山
手
、
ピ
ス
ン
は
浜
手
・
苫
小
牧
側
で
支
笏
湖
出
現
前
か
ら
あ
る
。

湖こ

畔は
ん　

ア
イ
ヌ
語
の
ト
ウ
ヤ
（
湖
・
岸
）
に
由
来
。
も
と
烏
柵
舞
村
の
一
部
。　

千
歳
川
呑
口
に
架
か
る
ペ
ッ
パ
ロ
（
川
・
口
）
橋
左
岸
の
ト
ウ
ヤ
で
あ
る
支
笏
湖

岸
字
シ
リ
セ
ッ
ナ
イ
（
鳥
の
・
巣
・（
の
あ
る
・
）
沢
）
を
、
王
子
製
紙
は
明
治
41

（
1
9
0
8
）
年
に
湖
畔
と
和
訳
し
山
線
の
駅
名
と
し
た
。
一
方
、
虻
田
（
Ｈ
18
～
洞

爺
湖
町
）
で
は
洞
爺
と
漢
字
を
当
て
「
ど
う
や
」
と
も
発
音
す
る
。

美
し
く
響
き
の
良
い
湖
畔
に
通
年
観
光
を
目
指
し
温
泉
を
掘
削
（
Ｓ
50
）、
61
年
4

月
20
日
に
観
光
地
名
の
支し

笏こ
つ

湖こ

温お
ん

泉せ
ん

と
改
名
し
た
。
身
近
な
支
笏
湖
は
面
積
で
国
内
8

位
、
水
深
と
貯
水
量
は
国
内
2
位
の
巨
大
な
不
凍
湖
で
全
域
が
千
歳
管
内
と
な
る
。　

支し

寒さ
む

内な
い　

ア
イ
ヌ
語
の
シ
サ
ム
ナ
イ
（
和
人
・
沢
）
が
由
来
。
も
と
烏
柵
舞
村
の
一

部
。
西
か
ら
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
沢
、
苔
の
洞
門
の
沢
、
蕗ふ

き

畑
の
沢
が
あ
る
。

第
2
項　

昭
和
後
期
以
降
の
地
名

昭
和
32
年
の
一
部
字
名
の
廃
止

昭
和
17
（
1
9
4
2
）
年
、
26
年
と
字
名
の
改
正
が
行
わ
れ
、
旧
市
街
地
と
郊
外
、

農
村
部
の
現
在
に
続
く
町
字
名
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
26
年
の
改
正
で
廃
止
漏
れ
と

な
っ
た
字
名
が
、
32
年
10
月
1
日
の
改
正
に
よ
っ
て
最
終
的
な
整
理
が
な
さ
れ
た
。

「
改
正
に
よ
り
廃
さ
れ
る
字
名
」
西
越
、
子
シ
コ
シ
、
宿
梅
、
シ
ク
バ
イ
、
メ
ム
セ
、
ネ

シ
コ
シ
内
シ
ク
バ
イ
、
マ
ヽ
チ
シ
ク
バ
イ
、
ケ
ヌ
フ
チ
沢
、
ホ
ロ
ナ
イ
、
木
臼
、
コ
ム
カ

ラ
太
、
ポ
ン
コ
ム
カ
ラ
、
タ
ツ
ウ
シ
ナ
イ
、
龍
丑
内
、
青
去
、
パ
ン
ケ
ベ
ツ
（
川
下
の

枝
川
）・
バ
ン
ケ
ベ
ツ
、
ラ
ン
コ
シ
、
苗
太
（
ナ
イ
プ
ツ
（
沢
・
の
口
））、
ナ
イ
、
ペ
サ

（
湿
地
内
に
あ
っ
て
夏
に
な
る
と
ク
マ
や
シ
カ
が
そ
こ
に
入
っ
て
の
た
う
ち
ま
わ
る
場
所
、

狩
人
は
そ
こ
に
入
っ
て
仕
掛
け
弓
を
か
け
る
‐
知
里
地
名
辞
典
）、
ベ
シ
ヤ
、
ビ
シ
ヤ
、

マ
ー
ス
、
ル
イ
ン
、
上
千
歳
、
千
歳
村

字
名
の
廃
止
の
ほ
か
区
域
の
変
更
が
あ
り
、
本
町
5
丁
目
と
朝
日
町
8
丁
目
が
新
た

に
設
定
さ
れ
た
。
末
広
町
、
青
葉
丘
、
日
の
出
丘
、
根
志
越
、
祝
梅
、
中
央
、
泉
郷
、

協
和
、
幌
加
、
新
川
、
駒
里
、
東
丘
、
柏
台
、
平
和
、
美
々
、
真
町
、
大
和
町
、
蘭
越
、

北
栄
町
、
北
信
濃
に
お
い
て
は
区
域
の
変
更
に
よ
っ
て
隣
接
字
と
の
間
に
編
入
、
割
譲

が
行
わ
れ
た
。

第
2
次
土
地
区
画
整
理
事
業
（
末
広
地
区
）

米
軍
の
駐
留
で
飛
躍
的
に
発
展
し
た
千
歳
は
、
さ
ら
な
る
都
市
形
態
の
整
備
が
必
要

と
さ
れ
国
鉄
線
以
東
の
水
田
地
帯
で
あ
る
末
広
地
区
を
昭
和
28
（
1
9
5
3
）
年
に
土

地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
地
区
と
し
て
指
定
、
末
広
第
一
と
第
二
に
分
け
事
業
を
進
め

た
。
第
一
は
33
年
2
月
に
北
海
道
知
事
か
ら
認
可
を
受
け
35
年
度
に
完
成
、
第
二
は
39

年
4
月
に
認
可
を
受
け
42
年
度
に
完
了
を
み
た
。
第
三
は
53
年
8
月
に
認
可
を
受
け
59

年
度
に
完
了
と
な
る
。

末す
え
ひ
ろ
ち
ょ
う

広
町　

千
歳
市
街
を
貫
流
す
る
千
歳
川
の
北
に
あ
る
。
北
西
に
連
な
る
支
笏
火
山
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灰
台
地
の
小
高
い
丘
の
ふ
も
と
の
水
田
地
帯
が
扇
子
を
広
げ
た
形
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
末
広
と
名
付
け
ら
れ
た
。
末
広
に
は
「
だ
ん
だ
ん
栄
え
る
こ
と
」
の
意
が
あ
る
。
昭

和
26
年
か
ら
59
年
の
町
名
で
32
年
に
根
志
越
の
一
部
を
編
入
し
て
い
る
。
千
歳
線

－

千

歳
川

－

南
29
号

－

東
11
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
と
な
る
。

35
年
、
一
部
が
末
広
町
東
区
、
末
広
町
中
区
、
末
広
町
西
区
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

42
年
に
は
末
広
町
各
区
の
外
縁
に
末
広
新し

ん
ち
ょ
う町

東
・
中
・
西
・
高
台
が
成
立
し
た
。
末
広

新
町
地
区
は
日
の
出
大
通
の
東
側
と
末
広
高
台
通
（
東
11
線
）
北
側
に
あ
た
る
。
55
年

に
は
第
3
末
広
と
し
て
稲
穂
が
成
立
、
併
せ
て
町
名
の
整
理
を
行
っ
た
。

末す
え
ひ
ろ
ち
ょ
う
ひ
が
し
く

広
町
東
区　

昭
和
35
年
に
1
～
4
丁
目
が
で
き
、
42
年
に
1
～
3
丁
目
に
な
り
4

丁
目
で
末
広
新
町
東
1
～
2
丁
目
が
成
立
。
55
年
11
月
4
日
に
末
広
1
～
3
丁
目
と

な
っ
た
。

末す
え
ひ
ろ
ち
ょ
う
な
か
く

広
町
中
区　

昭
和
35
年
に
1
～
3
丁
目
が
で
き
、
55
年
に
末
広
4
～
6
丁
目
と

な
っ
た
。

末す
え
ひ
ろ
ち
ょ
う
に
し
く

広
町
西
区　

昭
和
35
年
に
1
～
3
丁
目
が
で
き
、
55
年
に
1
丁
目
の
み
と
な
り
2
、

3
丁
目
が
末
広
7
～
8
丁
目
と
な
っ
た
。
59
年
、
鉄
道
高
架
に
よ
る
1
丁
目
割
譲
で
町

名
が
消
滅
す
る
。

末す
え
ひ
ろ
し
ん
ち
ょ
う
ひ
が
し

広
新
町
東　

昭
和
42
年
か
ら
55
年
の
町
名
。
1
～
2
丁
目
。
2
丁
目
に
は
現
在
よ

り
少
し
下
流
に
捕
魚
車
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
）
が
あ
り
、
そ
ば
に
西に

し
こ
し越

採
卵
場
（
現
・

千
歳
川
捕
獲
場
）
が
明
治
30
年
か
ら
平
成
5
年
（
1
9
9
3
）
ま
で
あ
っ
た
。
西
越
は
、

ネ
シ
コ
シ
（
ニ
シ
コ
ウ
シ
）
が
「
根
志
越
」
の
漢
字
を
当
て
ら
れ
る
以
前
の
漢
字
表
記
。

26
年
以
前
、
周
辺
両
岸
は
根
志
越
の
一
部
。
花
園
1
～
7
丁
目
に
な
る
。

末す
え
ひ
ろ
し
ん
ち
ょ
う
な
か

広
新
町
中　

昭
和
42
年
か
ら
55
年
の
町
名
。
1
～
3
丁
目
が
あ
っ
た
。
花
園
3
～

5
丁
目
に
な
る
。

末す
え
ひ
ろ
し
ん
ち
ょ
う
に
し

広
新
町
西　

昭
和
42
年
か
ら
55
年
の
町
名
。
1
～
4
丁
目
が
あ
っ
た
。
花
園
6
～

7
丁
目
、
高
台
3
～
4
丁
目
に
な
る
。

末す
え
ひ
ろ
し
ん
ち
ょ
う
た
か
だ
い

広
新
町
高
台　

昭
和
42
年
か
ら
59
年
の
町
名
。
当
初
1
～
4
丁
目
が
あ
っ
た
。
支

笏
火
山
灰
台
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
末
広
新
町
高
台
と
し
た
。
55
年
に
高
台
が
成
立
し
た

が
、
鉄
道
高
架
敷
の
1
丁
目
の
み
が
残
り
59
年
を
ま
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。　

稲い
な

穂ほ　

末
広
地
区
の
入
植
は
明
治
17
（
1
8
8
4
）
年
の
山
口
県
人
と
い
わ
れ
る
。

27
年
に
は
稲
作
の
た
め
水
利
権
を
取
得
、
サ
ケ
の
遡
上
母
川
だ
っ
た
た
め
蘭
越
に
水
門

を
設
け
て
取
水
し
根
志
越
用
水
と
呼
ん
だ
。
昭
和
に
入
り
都
市
化
の
た
め
用
水
路
を
根

志
越
北
街
道
の
中
央
に
移
設
、
掘
削
し
た
土
で
整
備
し
た
道
が
用
水
通
り
と
呼
ば
れ
た
。

末
広
町
一
帯
は
戦
前
か
ら
米
処
と
し
て
栄
え
、
稲
の
穂
の
重
く
垂
れ
下
が
る
稔
り
に

た
と
え
稲
穂
と
命
名
さ
れ
た
。

昭
和
55
年
4
月
27
日
の
命
名
で
1
～
4
丁
目
が
あ
る
が
、
当
初
の
住
居
表
示
は
1
、

4
丁
目
。
2
、
3
丁
目
の
住
居
表
示
は
61
年
11
月
7
日
。

末す
え
ひ
ろ広　

昭
和
55
年
11
月
4
日
の
命
名
、
住
居
表
示
を
実
施
（
高
台
、
花
園
も
同
日

付
）。
1
～
8
丁
目
が
あ
る
。

も
と
の
末
広
町
東
・
中
・
西
区
か
ら
な
る
。
末
広
を
冠
す
る
7
つ
の
類
似
町
名
か
ら

郵
便
配
達
困
難
区
域
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
町
名
を
整
理
す
る
に
あ
た
り
新

た
な
も
の
で
は
な
く
、
末
広
の
由
来
と
な
っ
た
地
形
が
区
域
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と

か
ら
旧
町
名
に
復
し
た
。

高た
か
だ
い台　

も
と
の
末
広
新
町
高
台
1
～
4
丁
目
、
末
広
新
町
西
2
、
4
丁
目
が
、
昭
和

55
年
11
月
4
日
に
高
台
1
～
6
丁
目
に
な
る
。
高
台
の
名
を
冠
し
た
小
学
校
が
45
年
に

北
信
濃
（
の
ち
富
丘
）
に
開
校
し
て
い
る
が
、
末
広
新
町
高
台
と
い
う
町
名
か
ら
で
は

な
く
支
笏
火
山
灰
台
地
＝
高
台
に
由
来
し
て
い
る
。　

花は
な
ぞ
の園　

昭
和
55
年
11
月
4
日
の
命
名
で
1
～
7
丁
目
が
あ
る
。
も
と
の
末
広
新
町

東
・
中
・
西
の
一
部
。
花
々
を
育
て
、
潤
い
の
あ
る
生
活
し
や
す
い
町
を
作
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
の
命
名
か
。
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北
信
濃
地
区
の
開
発

陸
空
自
衛
隊
の
来
駐
、
千
歳
飛
行
場
に
お
け
る
民
間
航
空
の
伸
長
、
米
軍
撤
退
に
よ

る
雇
用
先
確
保
か
ら
造
成
が
始
ま
っ
た
工
場
団
地
へ
の
大
手
企
業
の
立
地
・
操
業
に

よ
っ
て
人
口
は
順
調
に
伸
び
、
市
街
地
北
部
の
支
笏
火
山
灰
台
地
に
住
宅
地
が
急
速
に

拡
が
っ
て
い
っ
た
。
地
続
き
の
も
と
上
長
都
に
桜
木
と
み
ど
り
台
北
、
み
ど
り
台
南
が

あ
る
。

支
笏
火
山
灰
台
地
が
栄
町
と
接
す
る
付
近
は
、
昭
和
20
年
代
中
頃
か
ら
希
望
ヶ
丘
と

呼
ば
れ
た
。
千
歳
高
等
学
校
の
生
徒
が
名
付
け
た
と
い
わ
れ
る
。

北ほ
く
え
い
ち
ょ
う

栄
町　

北
信
濃
の
共
同
墓
地
横
に
北
栄
小
学
校
が
開
校
し
た
の
は
昭
和
28

（
1
9
5
3
）
年
の
こ
と
、
南
32
号
と
東
11
線
交
点
周
辺
は
静
和
第
1
と
通
称
さ
れ
て

い
た
。

校
名
の
由
来
は
学
校
に
も
記
録
が
な
い
と
い
う
。
栄
町
の
北
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

の
校
名
で
あ
ろ
う
。
30
年
9
月
、
自
衛
隊
官
舎
が
建
ち
並
ぶ
こ
の
地
に
町
名
を
付
す
る

に
あ
た
り
区
域
内
の
小
学
校
の
名
か
ら
北
栄
町
と
命
名
し
た
。

北ほ
く
え
い栄　

昭
和
44
年
10
月
6
日
に
住
居
表
示
を
実
施
、
北
栄
町
の
一
部
か
ら
成
立
し
た
。

1
～
2
丁
目
が
あ
る
。
命
名
由
来
は
北
栄
小
学
校
が
あ
る
こ
と
、
住
居
表
示
審
議
会
発

足
当
初
か
ら
「
町
」
を
省
く
方
針
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

住
居
表
示
は
北
栄
、
新
富
、
信
濃
、
富
士
が
同
時
。
4
町
成
立
で
鉄
南
の
北
信
濃
は

大
部
分
が
第
1
、
第
2
（
一
部
）
工
業
団
地
だ
け
と
な
っ
た
が
、
市
は
通
産
省
工
場
適

地
の
地
区
名
で
あ
る
「
北
信
濃
」
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

新し
ん
と
み富　

昭
和
44
年
10
月
6
日
に
北
栄
町
と
北
信
濃
の
一
部
か
ら
成
立
し
た
。
新
た
に

成
立
し
た
ゆ
た
か
な
区
域
と
い
う
こ
と
か
ら
の
命
名
か
。
1
～
3
丁
目
が
あ
る
。

『
住
居
表
示
綴
』
に
は
命
名
由
来
の
記
載
は
な
い
が
「
5
町
内
会
か
ら
35
の
案
が
出

さ
れ
、
新
富
、
有
明
の
2
案
が
残
っ
た
」
と
あ
る
。

信し
な
の濃　

昭
和
44
年
10
月
6
日
成
立
。1
～
4
丁
目
が
あ
る
。北
信
濃
の
一
部
か
ら
成
っ

た
が
、
前
年
開
校
の
信
濃
小
学
校
が
あ
っ
た
こ
と
、
開
拓
者
の
信
州
へ
の
思
い
か
ら
新

た
な
町
名
を
欲
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。　

信
濃
小
周
辺
は
、
規
模
の
大
き
な
凹
地
で
ポ
ロ
コ
ッ
（
大
き
な
・
谷
）
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、
北
斗
中
学
校
西
の
北

部
隊
内
凹
地
か
ら
想
像
は
容
易
で
あ
る
。
谷
の
下し

も

が
江
戸
期
の
長
都
街
道
の
休
憩
地
ト

メ
ム
（
2
つ
の
・
泉
池
／
現
・
防
災
の
森

－

河
川
災
害
訓
練
広
場
）、
ト
メ
ト
川
（
原

名
ツ
メ
ム
ナ
イ
＝
2
つ
の
・
泉
池
・
川
）
と
な
る
。　
　

富ふ

じ士　

昭
和
44
年
10
月
6
日
成
立
。
1
～
4
丁
目
が
あ
る
。
町
名
は
町
内
会
役
員
会

で
決
定
さ
れ
た
。

長
野
に
ち
な
ん
だ
北
信
濃
が
住
居
表
示
で
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
長
野
県
南
佐
久
郡

南
相
木
村
出
身
だ
っ
た
中
島
千
勝
が
命
名
し
た
と
い
う
。
長
野
県
各
地
か
ら
富
士
山
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
南
相
木
か
ら
至
近
の
小
海
線
小
海
駅
か
ら
中
央
本
線
に
向

か
う
と
富
士
山
が
見
え
て
く
る
。
故
郷
の
景
色
を
偲
ん
で
の
命
名
と
思
わ
れ
る
。

富と
み
お
か丘　

富
丘
の
名
は
市
が
昭
和
40
～
43
年
度
に
か
け
造
成
分
譲
し
た
北
信
濃
富
丘
団

地
が
初
出
と
な
っ
て
い
る
。
東
11
線
以
北
初
の
宅
地
造
成
で
市
の
期
待
す
る
と
こ
ろ
も

大
き
い
も
の
が
あ
り
、
台
地
に
あ
る
ゆ
た
か
な
町
で
あ
れ
と
の
願
望
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
か
。
当
初
は
南
30
号
ま
で
が
町
域
で
あ
っ
た
。

48
年
2
月
1
日
に
住
居
表
示
を
実
施
し
富
丘
と
命
名
、
1
～
4
丁
目
が
成
立
し
た
。

自じ

由ゆ
う

ヶが

丘お
か　

昭
和
40
年
、
25
戸
か
ら
な
る
自
由
ヶ
丘
団
地
内
会
が
発
足
し
た
。
住
民

が
新
天
地
の
マ
イ
ホ
ー
ム
で
の
び
の
び
と
生
活
す
る
意
か
。

46
年
5
月
、
測
量
設
計
事
務
所
に
よ
る
住
宅
造
成
事
業
法
認
可
団
地
の
第
1
号
と
し

て
自
由
ヶ
丘
第
1
団
地
が
造
成
さ
れ
た
。
53
年
11
月
1
日
、
住
居
表
示
を
北
斗
、
桜
木

と
と
も
に
実
施
し
町
名
を
自
由
ヶ
丘
と
す
る
。
1
～
7
丁
目
が
あ
る
。

北ほ
く

斗と　

緑
町
の
北
側
に
当
た
る
支
笏
火
山
灰
台
地
は
緑
ヶ
丘
と
呼
ば
れ
、
敗
戦
直
後

か
ら
公
営
の
引
揚
者
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
53
年
11
月
1
日
に
住
居
表
示
を
行
い
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成
立
、
当
初
は
1
～
4
丁
目
だ
っ
た
。
北
部
隊
ス
キ
ー
場
か
ら
続
く
ポ
ロ
コ
ッ
（
幅

2
0
0
㍍
、
深
さ
10
㍍
、
延
長
1
㌔
）
を
埋
め
立
て
58
年
6
月
20
日
に
5
丁
目
、
8
月

30
日
に
6
丁
目
が
延
伸
し
た
。　

北
斗
命
名
の
由
来
を
佐
野
富
士
男
は
「
千
歳
の
天
文
同
好
会
に
入
っ
て
い
た
息
子
の

影
響
に
よ
り
、
千
歳
の
夜
空
の
美
し
さ
を
改
め
て
知
り
、
是
非
こ
の
新
し
い
町
に
星
の

名
を
つ
け
た
く
提
案
し
た
…
」
と
い
う
（
千
歳
市
町
連
協
20
周
年
記
念
誌
『
ま
ち
づ
く

り
』）。

桜さ
く
ら
ぎ木　

も
と
上
長
都
で
あ
る
が
、
北
信
濃
と
地
続
き
で
あ
り
宅
地
造
成
と
住
居
表
示

が
自
由
ヶ
丘
と
一
緒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
こ
で
解
説
す
る
。

昭
和
46
年
5
月
、
民
間
資
本
に
よ
る
住
宅
造
成
事
業
法
認
可
団
地
の
自
由
ヶ
丘
第
2

団
地
と
し
て
造
成
分
譲
さ
れ
た
地
区
で
あ
る
。

53
年
11
月
1
日
に
住
居
表
示
を
行
い
1
～
5
丁
目
が
成
立
し
た
。
青
葉
な
ど
の
航
空

機
激
甚
騒
音
地
区
の
集
団
移
転
先
地
で
あ
る
。

桜
木
、
自
由
ヶ
丘
と
い
う
町
名
が
成
立
す
る
半
年
ほ
ど
前
の
53
年
4
月
1
日
、
北
信

濃
に
桜
木
小
学
校
が
新
設
さ
れ
た
。
桜
木
小
資
料
に
よ
る
と
「
昔
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

が
風
雪
に
耐
え
美
し
く
咲
い
て
い
た
。（
略
）
再
び
美
し
く
た
く
ま
し
い
桜
に
囲
ま
れ

た
学
校
を
つ
く
り
…
」
と
校
名
の
由
来
が
あ
る
。

桜
木
小
学
校
敷
は
住
居
表
示
審
議
中
に
自
由
ヶ
丘
7
丁
目
と
な
る
が
、
町
名
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
桜
木
小
が
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、
町
内
会
と
し
て
最
も
希
望

が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
桜
木
と
し
た
。

北ほ
っ
こ
う光　

昭
和
46
年
5
月
、
民
間
資
本
に
よ
る
住
宅
造
成
事
業
法
認
可
団
地
の
第
3
号

と
し
て
ひ
ば
り
ヶ
丘
住
宅
団
地
が
造
成
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
（
現
・
3
～
4
丁
目
）、

ひ
ば
り
が
天
高
く
舞
う
こ
と
か
ら
の
命
名
（
ひ
ば
り
ヶ
丘
町
内
会
創
立
25
周
年
記
念
誌

『
あ
ゆ
み
』）。
緊
急
食
糧
増
産
の
開
拓
地
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

40
年
代
末
に
ひ
ば
り
ヶ
丘
隣
接
地
に
静
和
団
地
が
造
成
さ
れ
た
（
現
・
1
丁
目
）。

静
和
と
は
静
か
で
和
や
か
な
町
に
し
よ
う
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
。

62
年
12
月
7
日
に
住
居
表
示
を
行
い
北
光
と
な
る
。
1
～
7
丁
目
が
成
立
し
た
。
千

歳
の
北
に
光
り
輝
く
町
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
。
審
議
会
で
は
2
団
地
町
内
会
が
自

ら
の
団
地
名
を
町
名
に
推
し
た
が
、
と
も
に
町
名
の
案
と
し
て
北
光
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
ま
と
ま
っ
た
。

長お
さ

都つ

駅え
き

前ま
え　

長
都
駅
前
東
6
線
北
側
の
住
宅
地
開
発
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。

昭
和
47
年
に
は
長
都
産
労
者
住
宅
団
地
、
50
年
に
長
都
駅
前
団
地
、
51
年
に
パ
ー
ク
タ

ウ
ン
お
さ
つ
、
52
年
に
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
お
さ
つ
、
59
年
に
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
が
造
成
分

譲
さ
れ
て
い
た
（
開
発
時
＝
上
長
都
／
現
・
3
～
4
丁
目
）。

63
年
、
お
さ
つ
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
認
可
さ
れ
、
お
さ
つ
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
造
成
分
譲
が
開
始
さ
れ
た
。
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
、
住
居
表
示
審
議
会
は
東

6
線
北
側
の
先
行
開
発
と
お
さ
つ
駅
前
地
区
を
合
わ
せ
る
と
区
域
の
規
模
が
大
き
い
こ

と
か
ら
東
7
線
・
勇
舞
川
で
2
町
に
分
け
、
10
月
24
日
に
住
居
表
示
を
実
施
し
た
。
東

7
線
以
北
を
長
都
駅
前
1
～
4
丁
目
、
以
南
を
北
陽
と
し
た
。

住
居
表
示
審
議
会
の
答
申
書
に
命
名
の
由
来
が
あ
る
。

長
都
と
い
う
名
称
は
歴
史
的
に
、
明
治
の
初
め
か
ら
長
都
村
と
言
う
名
称
で
史
実
上
現

れ
て
来
て
い
る
。
／
昭
和
17
年
の
字
名
改
正
、
昭
和
26
年
の
大
字
の
廃
止
等
を
経
て
も
、

な
お
、
現
在
ま
で
長
都
の
名
は
町
名
と
し
て
そ
の
名
を
歴
史
に
止
め
、
Ｊ
Ｒ
長
都
駅
、
長

都
駅
前
郵
便
局
と
し
て
地
名
、
建
物
、
建
造
物
等
に
も
そ
の
名
が
冠
さ
れ
、
地
域
住
民
に

親
し
ま
れ
定
着
し
て
来
て
い
る
。
／
此
の
度
の
町
名
変
更
の
区
域
が
ま
さ
に
長
都
駅
前
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
長
都
駅
前
と
命
名
す
る
。

「
長
都
」
を
盛
り
込
み
た
い
開
拓
者
の
執
着
が
強
く
働
き
、
次
を
付
記
し
た
。

長
都
、
上
長
都
の
類
似
町
名
で
苦
慮
し
た
が
東
・
西
・
南
・
北
な
ど
と
は
意
味
合
い
が

違
い
特
異
な
例
で
あ
る
。
今
後
は
極
力
、
類
似
町
名
を
避
け
る
こ
と
が
制
度
の
趣
旨
で
あ

る
。
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平
成
25
年
、
お
さ
つ
駅
み
ど
り
台
地
区
の
住
居
表
示
に
よ
っ
て
一
部
を
編
入
、
5
丁

目
が
成
立
し
て
い
る
。

北ほ
く
よ
う陽　

昭
和
48
（
1
9
7
3
）
年
4
月
10
日
、
北
海
道
千
歳
北
陽
高
等
学
校
が
開
校

し
た
。
当
初
は
中
央
の
木
造
仮
校
舎
で
授
業
、
北
信
濃
の
農
地
に
校
舎
を
新
築
し
移
っ

て
き
た
の
は
50
年
の
年
の
瀬
27
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
校
名
由
来
は
次
の
と
お
り
。

千
歳
市
の
北
に
位
置
し
、
太
陽
の
よ
う
に
力
強
く
光
り
輝
き
、
明
る
く
た
く
ま
し
く
永

遠
に
伸
び
ゆ
く
学
校
を
象
徴
し
た
（
学
校
HP
）。

平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
10
月
24
日
に
住
居
表
示
を
実
施
、
地
区
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

千
歳
北
陽
高
校
と
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
町
の
未
来
に
願
い
を
込
め
北
陽
と
命
名
さ
れ

た
。
当
初
は
1
～
4
丁
目
、
27
年
5
月
16
日
に
北
陽
高
校
前
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
っ
て
5
～
8
丁
目
が
成
立
し
た
。

あ
ず
さ　

平
成
8
年
2
月
17
日
に
住
居
表
示
を
行
っ
た
北
信
濃
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
で
、
北
信
濃
、
信
濃
と
と
も
に
長
野
県
由
来
の
町
名
あ
ず
さ
1
～
3
丁
目
が
成
立

し
た
。
あ
ず
さ
は
松
本
市
の
近
く
を
流
れ
る
信
濃
川
水
系
犀さ

い
が
わ川

の
上
流
部
別
称
で
あ
る

梓あ
ず
さ
が
わ

川
に
ち
な
む
。
梓
が
当
用
漢
字
に
な
い
た
め
ひ
ら
が
な
と
し
た
。

あ
ず
さ
5
丁
目
は
13
年
1
月
23
日
に
1
～
9
番
、
24
年
9
月
15
日
に
10
～
25
番
が
住

居
表
示
を
も
っ
て
成
立
し
た
。
あ
ず
さ
に
は
4
丁
目
が
な
い
。
隣
接
の
農
用
地
が
将
来

宅
地
造
成
さ
れ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
の
処
置
な
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
富
丘
中
学
校
は

富
丘
で
は
な
く
北
信
濃
、
現
・
あ
ず
さ
1
丁
目
に
建
て
ら
れ
た
。　

勇ゆ
う
ま
い舞　

ア
イ
ヌ
語
の
イ
ヨ
マ
イ
（
か
く
し
所
）
が
由
来
。　

勇
舞
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
造
成
分
譲
さ
れ
た
。
施
工
認
可
は
平
成
10
年
9

月
、
住
居
表
示
は
17
年
10
月
8
日
で
勇
舞
と
命
名
さ
れ
た
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

土
地
区
画
整
理
組
合
の
名
、
地
域
を
流
れ
る
川
の
名
か
ら
勇
舞
と
さ
れ
た
。
1
～
8
丁

目
が
あ
る
。

イ
ヨ
マ
イ
に
つ
い
て
、
長
見
義
三
は
『
ち
と
せ
地
名
散
歩
』
に
「
古
老
の
話
に
よ
る

と
、
沢
の
途
中
の
沼
の
形
が
陰
部
に
似
て
い
る
の
で
そ
う
呼
ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
」
と
記
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
古
い
考
え
に
よ
る
と
川
は
女
性
で
あ
る
と
い
う
。

み
ど
り
台だ

い
き
た北

、
み
ど
り
台だ

い
み
な
み南　

も
と
長
都
、
上
長
都
で
あ
る
が
、
長
都
駅
前
に
隣
接

し
支
笏
火
山
灰
台
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
解
説
す
る
。

お
さ
つ
駅
み
ど
り
台
地
区
と
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
平
成
12
年

8
月
に
施
行
認
可
、
13
年
8
月
に
着
工
し
翌
年
3
月
か
ら
分
譲
が
開
始
さ
れ
た
。

町
名
を
付
す
る
に
あ
た
り
、
長
都
駅
前
に
隣
接
し
て
い
た
ゴ
セ
ン
（
5
線
）
川
以
南

を
割
譲
し
5
丁
目
と
し
、
ゴ
セ
ン
川
以
北
を
長
都
川
で
北
と
南
に
二
分
し
た
。
み
ど
り

台
の
名
は
土
地
区
画
整
理
組
合
の
名
か
ら
採
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
み
ど
り
台
」

希
望
が
4
分
の
3
と
多
数
を
占
め
た
。
命
名
と
住
居
表
示
は
25
年
2
月
9
日
、
北
は
1

～
5
丁
目
、
南
は
1
～
4
丁
目
が
成
立
。
地
域
の
地
形
は
ゴ
セ
ン
川
、
長
都
川
の
浸
食

に
よ
る
起
伏
が
あ
る
が
「
台
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

祝
梅
、
根
志
越
地
区
の
開
発

祝
梅
、
根
志
越
は
も
と
大
字
千
歳
村
の
一
部
で
あ
る
。
市
街
地
の
拡
大
に
伴
い
祝
梅

地
区
、
根
志
越
地
区
は
と
も
に
昭
和
40
年
代
か
ら
市
街
地
開
発
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

開
発
の
年
代
順
に
解
説
し
て
い
き
た
い
。「
も
と
祝
梅
の
一
部
」
の
大
部
分
は
祝
梅
ス

イ
カ
で
知
ら
れ
る
千
歳
開
拓
実
験
農
場
（
町
開
拓
生
産
農
協
）
の
跡
地
と
な
る
。

東と
う
こ
う郊

、
住す

み
よ
し吉　

も
と
根
志
越
、
日
の
出
丘
、
青
葉
の
一
部　
　
　
　

東
郊
土
地
区
画
整
理
組
合
が
昭
和
42
（
1
9
6
7
）
年
度
か
ら
50
年
度
に
か
け
施
行

し
た
。
当
時
、
街
路
日
の
出
大
通
以
東
は
市
街
地
東
部
の
は
ず
れ
＝
郊
外
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
東
郊
地
区
と
組
合
名
を
付
け
た
と
思
わ
れ
る
。
町
名
は
市
街
地
側
か
ら
住
吉
、

東
郊
と
し
て
46
年
11
月
18
日
に
命
名
さ
れ
た
。
住
吉
の
高
台
も
古
砂
丘
で
あ
る
。
東
郊

は
組
合
名
＝
市
街
地
東
の
は
ず
れ
か
ら
、
住
吉
は
住
ん
で
良
か
っ
た
住
み
や
す
い
町
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
が
由
来
か
。
東
郊
は
1
～
2
丁
目
、
住
吉
は
1
～
5
丁
目
が
成
立
、

59
年
11
月
26
日
に
住
居
表
示
を
実
施
し
た
。
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梅う
め
が
お
か

ヶ
丘
、
弥や

よ
い生

、
寿

こ
と
ぶ
き

　

も
と
祝
梅
の
一
部

こ
の
地
の
宅
地
化
は
昭
和
39
年
頃
か
ら
始
ま
り
、
市
が
師
団
通
り
の
北
側
に
お
い
て

49
年
度
か
ら
56
年
度
に
祝
梅
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
施
工
し
た
。　

町
名
は
56
年
10
月
10
日
に
命
名
さ
れ
、
梅
ヶ
丘
1
～
3
丁
目
、
弥
生
1
～
3
丁
目
、

寿
1
～
3
丁
目
が
成
立
、
同
日
付
で
住
居
表
示
も
実
施
と
な
っ
た
。

梅
ヶ
丘
、
弥
生
、
寿
は
と
も
に
住
み
慣
れ
た
祝
梅
に
対
す
る
愛
着
か
ら
、
祝
梅
を
意

識
し
て
の
命
名
と
思
わ
れ
る
。
梅
ヶ
丘
は
地
形
と
祝
梅
の
「
梅
」
か
ら
、
弥
生
は
陰
暦

3
月
の
異
称
で
あ
り「
梅
」の
花
が
開
く
こ
と
を
祝
う
早
春
の
さ
わ
や
か
さ
と
町
の
若
々

し
さ
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
寿
は
「
祝
」
と
同
義
で
め
で
た
い
こ
と
を
表
す
と
と
も

に
住
む
人
が
長
命
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
の
命
名
か
。
3
つ
の
町
名
で
「
弥
生
に
丘
で

梅は
な

を
言こ

と
ほ祝

ぐ
（
寿
ぐ
）」
と
め
で
た
い
。

豊と
よ
さ
と里　

も
と
根
志
越
の
一
部

豊
里
命
名
の
由
来
は
、
5
丁
目
の
豊
里
く
る
み
公
園
に
あ
る
根
志
越
土
地
区
画
整
理

事
業
完
成
記
念
碑
「
豊
栄
郷
」
に
詳
し
い
。
根
志
越
に
相
応
し
い
公
園
名
で
あ
る
。

（
略
）
明
治
27
年
マ
マ
チ
川
に
水
源
を
求
め
開
田
を
奨
励
し
黄
金
波
打
つ
豊
か
な
里
に

な
っ
て
こ
こ
に
一
世
紀
を
迎
え
る
。（
略
）
昭
和
46
年
に
市
街
化
区
域
の
予
定
地
区
（
略
）

昭
和
53
年
６
月
に
市
街
化
区
域
に
編
入
（
略
）
土
地
区
画
整
理
事
業
と
住
居
表
示
を
実
施

し
、
新
た
に
こ
の
地
を
豊
里
と
命
名
し
昭
和
59
年
10
月
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る

豊
里
命
名
と
住
居
表
示
は
昭
和
58
年
10
月
18
日
、
1
～
5
丁
目
が
あ
る
。

旭あ
さ
ひ
が
お
か

ヶ
丘　

も
と
祝
梅
の
一
部

旭
ヶ
丘
は
古
砂
丘
に
あ
る
。
昭
和
61
年
10
月
13
日
に
1
～
4
丁
目
が
成
立
、
住
居
表

示
も
実
施
し
た
。

『
住
居
表
示
綴
』に
は
、
多
く
の
町
内
会
が
祝
梅
に
対
す
る
強
い
愛
着
か
ら「
南
祝
梅
」

を
希
望
し
た
が
、
将
来
的
に
東
西
南
北
と
な
っ
て
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
と
第
2
希
望

の
旭
ヶ
丘
に
決
ま
っ
た
と
あ
る
。
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

町
名
の
由
来
は
日
の
出
丘
、
日
の
出
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
の
出
＝
朝
日

→
旭
と
古
砂
丘
の
組
み
合
わ
せ
か
。　

流り
ゅ
う
つ
う

通　

も
と
祝
梅
、
日
の
出
、
青
葉
丘
の
一
部

市
は
新
千
歳
空
港
周
辺
地
域
に
お
け
る
運
輸
・
保
管
・
流
通
加
工
の
受
け
皿
と

し
て
流
通
業
務
団
地
を
計
画
、
事
業
主
体
は
市
土
地
開
発
公
社
と
し
た
。
平
成
6

（
1
9
9
4
）
年
9
月
に
造
成
に
着
手
、
7
年
8
月
に
1
丁
目
地
区
が
完
成
し
た
。
1

丁
目
完
成
に
先
立
つ
6
月
20
日
に
団
地
名
か
ら
町
名
を
流
通
と
命
名
、
1
～
3
丁
目
が

成
立
し
た
。
な
お
、
流
通
業
務
団
地
は
一
部
が
旭
ヶ
丘
に
も
食
い
込
ん
で
い
る
。

1
丁
目
と
2
丁
目
・
日
の
出
丘
の
境
界
は
、
も
と
海
軍
第
二
基
地
専
用
線
で
あ
り
、

並
行
し
て
旧
・
道
道
早
来
千
歳
線
（
Ｓ
32
～
43
）
が
走
っ
て
い
た
。

幸こ
う
ふ
く福

・
清せ

い
り
ゅ
う流　

も
と
根
志
越
の
一
部

昭
和
38
年
頃
か
ら
根
志
越
橋
北
の
一
部
が
宅
地
化
さ
れ
、
茶
屋
団
地
（
関
団
地
／

現
・
幸
福
1
丁
目
）、
根
志
越
第
二
団
地
（
現
・
清
流
3
丁
目
）
と
な
る
。

平
成
3
（
1
9
9
1
）
年
か
ら
11
年
に
か
け
根
志
越
第
二
地
区
、
8
年
か
ら
13
年
に

か
け
根
志
越
第
三
地
区
に
お
い
て
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
。
施
行
者
は
第
二

が
市
、
第
三
が
組
合
で
、
地
区
の
東
側
4
分
の
1
ほ
ど
が
第
三
地
区
、
残
り
市
街
地
側

が
第
二
地
区
と
な
る
。
第
三
地
区
は
11
年
1
月
13
日
に
幸
福
と
命
名
し
2
～
4
丁
目
に

住
居
表
示
を
行
っ
た
（
1
丁
目
＝
宅
地
造
成
・
住
居
表
示
未
実
施
）。
第
二
地
区
は
同

年
11
月
13
日
に
住
居
表
示
を
実
施
し
て
清
流
1
～
8
丁
目
と
命
名
さ
れ
た
。

幸
福
と
清
流
の
町
名
は
町
内
会
が
独
自
に
決
め
た
と
い
う
。

第
2
地
区
の
清
流
地
区
は
清
い
流
れ
の
千
歳
川
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
の
命
名
か
。

な
お
、
清
流
6
丁
目
は
10
年
か
ら
11
年
に
か
け
て
の
静
和
土
地
区
画
整
理
事
業（
個
人
）

に
よ
っ
た
。
こ
の
地
に
は
昭
和
20
年
10
月
に
静
岡
隊
が
緊
急
入
植
し
て
い
る
。
静
和
と

は
静
岡
衆
が
協
力
す
る
意
。

地
名
の
幸
福
は
、
十
勝
の
幸
福
が
道
内
初
（
福
井
県
人
が
入
植
し
た
札

（
サ
チ
ナ
イ
）

内
周
辺
の
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幸さ
ち
な
い震

（
難
読
）
→
幸4

震
＋
福4

井
＝
幸
福
）、
千
歳
の
幸
福
は
住
民
の
幸
を
望
ん
で
か
。

泉
沢
向
陽
台
の
開
発

昭
和
53
（
1
9
7
8
）
年
6
月
に
泉
沢
の
一
部
が
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
、
8
月

に
は
住
宅
地
が
泉
沢
向
陽
台
と
命
名
さ
れ
た
。
54
年
2
月
20
日
に
若わ

か
く
さ草
1
～
5
丁
目
、

白し
ら
か
ば樺
1
～
6
丁
目
、
里さ

と

美み

1
～
5
丁
目
と
命
名
さ
れ
た
。

59
年
8
月
に
は
2
期
住
宅
地
が
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
た
。
62
年
3
月
21
日
に
は

文ぶ
ん
き
ょ
う

京
1
～
3
丁
目
、
柏は

く
よ
う陽
1
～
5
丁
目
、
福ふ

く
ず
み住
1
～
4
丁
目
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

文
京
は
平
成
2
（
1
9
9
0
）
年
に
1
丁
目
が
民
間
開
発
事
業
者
に
分
譲
、
2
丁
目

は
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
と
し
て
昭
和
61
（
1
9
8
6
）
年
か
ら
分
譲
が
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
3
丁
目
は
高
等
教
育
機
関
誘
致
の
目
途
が
消
え
失
せ
、
平
成
7
（
1
9
9
5
）

年
4
月
1
日
に
4
～
6
丁
目
（
文
京
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
に
分
割
の
う
え
宅
地
造
成
さ
れ

分
譲
さ
れ
た
。

泉
沢
向
陽
台
の
町
名
は
造
成
分
譲
を
行
っ
た
千
歳
市
土
地
開
発
公
社
に
よ
る
命
名
で

住
居
表
示
は
行
わ
れ
て
い
な
い
（
2
期
住
宅
地
は
原
案
を
市
民
か
ら
公
募
し
た
）。
竣

工
記
念
誌
『
泉
沢　

森
の
中
の
新
し
い
都
市
』
に
は
次
の
よ
う
に
命
名
の
経
過
が
あ
る
。

泉
沢
向
陽
台　

か
つ
て
先
人
達
が
荒
野
を
拓
い
て
築
い
た
こ
の
街
の
黎
明
期
を
思
い
、
ま

た
百
年
を
迎
え
る
に
到
っ
た
千
歳
市
の
新
し
い
時
代
へ
の
黎
明
の
と
き
を
併
せ
考
え

て
、
明
る
く
伸
び
ゆ
く
街
で
あ
れ
！　

太
陽
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
花
開
き
続
け

る
向
日
葵
の
如
く
あ
れ
！
と
の
希
望
を
託
し
た
名
前
、
そ
れ
が
『
泉
沢
向
陽
台
』
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
／
佐
藤
文
紀
氏
（
千
歳
市
在
住
）

若
草　

雑
草
の
よ
う
に
強
く
た
く
ま
し
い
街
、
緑
豊
か
な
町
と
し
て
、
住
む
人
も
町
の
名

に
ふ
さ
わ
し
く
こ
こ
ろ
豊
か
で
健
康
で
、
の
び
の
び
住
め
る
町
で
あ
る
よ
う
「
若
草
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

白
樺　

北
の
厳
し
い
気
候
風
土
に
打
勝
つ
強
い
生
命
力
と
白
く
美
し
い
木
肌
を
も
つ
「
白

樺
」。
し
か
も
、
泉
沢
周
辺
に
は
最
も
数
多
く
自
生
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
町
の
名
と

し
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
（
註
‐
当
初
、
銀
世
界
が
雄
大
で
北
海
道
の
イ
メ
ー
ジ
に
合

致
す
る
こ
と
か
ら
「
白
雪
」
と
さ
れ
た
が
、
日
本
酒
の
銘
柄
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
か

ら
再
考
と
な
っ
た
）。

里
美　

私
た
ち
の
住
む
里
が
い
つ
ま
で
も
美
し
く
自
然
と
調
和
し
た
町
と
し
て
永
遠
に
栄

え
発
展
す
る
よ
う
に
願
っ
て
「
里
美
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

文
京　

当
初
の
土
地
利
用
計
画
に
お
い
て
は
文
教
施
設
の
誘
致
と
試
験
・
研
究
機
関
の
集

積
を
核
と
し
た
開
発
区
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
文
京
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
（
執

筆
者
註
‐
文
京
は
「
ふ
み
の
み
や
こ
」
か
ら
文
教
に
通
じ
、
地
名
で
は
直
截
的
で
は

な
い
「
文
京
」
と
す
る
例
（
江
別
市
文
京
台
な
ど
）
は
多
い
）。

柏
陽　

泉
沢
周
辺
に
は
柏
の
木
が
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
と
自
然
と
太
陽
の
持
つ
暖
か
さ
と

明
る
さ
が
調
和
す
る
街
と
い
う
こ
と
で
「
柏
陽
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

福
住　

泉
沢
周
辺
は
、
か
つ
て
多
く
の
動
物
が
棲
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
台
地
は
動
物
た

ち
に
と
っ
て
豊
か
な
と
こ
ろ
幸
福（
し
あ
わ
せ
）の
住
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。「
福
住
」
は
そ
れ
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

蘭
越
地
区
の
開
発

蘭
越
地
区
は
古
く
か
ら
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
支
笏
火

山
灰
台
地
の
千
歳
川
浸
食
部
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
山
に
囲
ま
れ
風
も
弱
く
、
川
の
北
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
日
当
た
り
も
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
千
歳
川
と
北
斜
面
の
間
の
わ

ず
か
な
平
地
し
か
宅
地
に
適
さ
な
い
こ
と
、
上
流
に
向
か
う
ほ
ど
宅
地
に
適
し
た
平
地

の
幅
は
狭
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
ハ
ン
デ
が
あ
っ
た
。
シ
コ
ツ
の
先
端
で
あ
る
。

桂か
つ
ら
ぎ木　

ア
イ
ヌ
語
の
ラ
ン
コ
シ
（
カ
ツ
ラ
の
木
・
の
群
生
す
る
・
所
）
の
和
訳
。

昭
和
52
（
1
9
7
7
）
年
11
月
20
日
に
蘭
越
の
市
街
地
側
が
大
和
町
の
一
部
を
取
り

込
ん
で
住
居
表
示
を
実
施
し
桂
木
が
成
立
し
た
。
1
～
6
丁
目
が
あ
る
。

新し
ん
せ
い星　

町
の
中
央
部
に
あ
る
新
星
公
園
は
昭
和
21
年
か
ら
53
年
ま
で
の
間
、
主
に
ア

イ
ヌ
の
子
弟
が
通
っ
た
蘭
越
小
学
校
の
跡
地
で
「
閉
校
之
碑
」
が
建
つ
。
道
道
支
笏
湖
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公
園
線
を
挟
ん
で
本
来
の
ラ
ン
コ
シ
に
蘭
越
生
活
館
、
蘭
越
保
育
所
が
あ
る
。

こ
の
地
に
お
い
て
、
平
成
11
（
1
9
9
9
）
年
度
か
ら
19
年
度
を
施
工
期
間
と
し
て

蘭
越
エ
コ
タ
ウ
ン
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
。

新
星
と
い
う
町
名
は
13
年
6
月
30
日
に
1
、
2
丁
目
で
成
立
、
住
居
表
示
も
同
時
に

実
施
さ
れ
た
。
町
名
を
い
か
に
す
る
か
の
住
民
説
明
会
に
お
い
て
、
新
世
紀
（
Ｈ
13
＝

2
0
0
1
＝
21
世
紀
）
に
ち
な
み
、
新
世
→
新
星
＝
星
が
輝
く
よ
う
な
美
し
い
町
と
す

る
こ
と
で
参
加
者
全
員
の
賛
同
で
決
ま
っ
た
（
波
多
野
吉
夫
提
案
／
『「
新
星
」
町
内

会
創
立
10
周
年
記
念
誌
』）。　

参
考
文
献

Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
本
部
『
北
海
道
地
名
誌
』
北
海
道
教
育
評
論
社
１９７５



年
／
長
見
義
三
『
ち

と
せ
地
名
散
歩
』
北
海
道
新
聞
１９７６



年
／
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
『
角
川
日

本
地
名
大
辞
典　

北
海
道
』
角
川
書
店
１９８７



年
／
千
歳
市
『
千
歳
市
史
』１９６９



年
、『
増

補
千
歳
市
史
』
１９８３



年
、
／
千
歳
市
泉
郷
獅
子
舞
保
存
会
『
泉
郷
獅
子
舞
』
１９８１



年
／

千
歳
市
開
拓
農
業
協
同
組
合
『
砂
礫
に
耕
す
‐
千
歳
開
拓
四
十
年
の
記
録
』
１９８４



年
／
千

歳
市
土
地
開
発
公
社
『
泉
沢　

森
の
中
の
新
し
い
都
市
竣
工
記
念
』
１９９７



年
／
千
歳
市
農

業
協
同
組
合
『
千
歳
市
農
業
協
同
組
合
史
』
１９８４



年
／
平
凡
社
地
域
資
料
セ
ン
タ
ー
『
日

本
歴
史
地
名
体
系
第
一
巻　

北
海
道
の
地
名
』
平
凡
社
２００３



年
／
北
海
道
さ
け
・
ま
す
ふ

化
場
友
の
会
『
北
海
道
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
創
設
の
記
録
』
１９８４



年
／
『
千
歳
毎
日
新
聞
』

／
『
千
歳
民
報
』
／
『
北
海
道
新
聞
』
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